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そ
び
え
立
つ
歳
の
神

針
生
の「
歳
の
神
」
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務店」
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競技クロカンリレーで南会津中が２
度目の栄冠/ＡＬＳＯＫ福島㈱と災害
発生時の協力協定を締結/シルバー人
材センターが門松を寄贈/文化財防火
訓練

16 くらしの情報
お知らせ・募集（４件）/ 相談（１件）
/ その他（１件）

17 大宅町長の公務百景
18 交流広場（２件）
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19 すまいるだより vol １０
20 健康通信（４件）

むし歯「ゼロ」のお友だち / 乳幼児
健診・相談カレンダー / ２・３月の
日曜当番医 / 心の健康相談 / こころ
の相談会

22 図書館へ行こう！
23 まちの文芸 / 誕生おめでとう / お悔
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24 歌舞伎役者大募集（田島祇園祭屋台
歌舞伎保存会）

歳
さ い

の 神
か み

小正月に全国各地で行われる日本の国民行事「どんど焼き」は、

会津では「歳の神」の名で親しまれている伝統の火祭り。

かつては、旧暦の大晦日に行われていた行事も、

現在では新暦の１月１３日〜１６日の間に実施されています。

町内各地で行われている歳の神は、新しい年の五穀豊穣、無病息災、家内安全を祈ります。

激しくも幻想的に燃え上がる炎には、歳神様への想いが込められています。

写真＝針生の「歳の神」
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小
正
月
の
火
祭
り
、
男
た
ち
が
躍
動

　

一
面
雪
が
降
り
積
も
っ
た
、
針
生

字
上
原
地
内
の
稲
田
。

　

１
月
14
日
午
前
９
時
、
消
防
団
を

中
心
と
す
る
若
者
か
ら
、
知
識
と
経

験
が
豊
富
な
高
齢
の
方
ま
で
続
々
と

男
た
ち
が
集
ま
り
、
伝
統
行
事
「
歳

の
神
」
の
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

重
機
と
除
雪
機
で
や
わ
ら
か
い
足

場
を
固
め
な
が
ら
、「
神
棚
」
を
作

る
た
め
の
雪
が
中
央
に
集
め
ら
れ
ま

す
。 針

生
の「
歳
の
神
」

厄
年
世
代
が
継
承
す
る
「
田
ノ
神
」

　

午
後
４
時
の
民
宿
「
清
水
荘
」。

　

厄
年
の
男
性
と
世
話
人
に
よ
っ
て

代
々
継
承
さ
れ
て
い
る
、「
田
ノ
神
」

と
い
う
伝
統
行
事
が
始
ま
り
ま
す
。

　

大
天
狗
と
小
天
狗
（
烏
か
ら
す

天
狗
）

の
面
、
綿
の
夜よ

着ぎ

を
身
に
付
け
、
腰

に
刀
の
よ
う
に
餅
押
棒
を
差
し
た
厄

年
の
男
性
が
、
区
内
の
古こ
み
ね峯
神
社
を

参
拝
。
今
年
は
、
大
天
狗
を
星
敦
さ

ん
（
40
）、
小
天
狗
を
星
力
さ
ん

（
40
）
が
担
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
田
ノ
神
」、
古
く
は
江
戸

時
代
末
期
に
、
時
の
村む
ら
お
さ長

が
栃
木
県

鹿
沼
市
草
久
古こ
ぶ
が
は
ら

峯
ヶ
原
に
鎮
座
す
る

通
称
「
天
狗
の
社
」
と
も
呼
ば
れ
る

古
峯
神
社
を
参
拝
し
、
大
小
の
天
狗

面
を
授
か
っ
た
こ
と
が
起
源
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

夜
、
会
場
に
現
れ
た
天
狗
が
歳
の

神
に
火
を
つ
け
る
と
、
集
ま
っ
た
皆

さ
ん
が
そ
の
炎
で
団
子
や
ス
ル
メ
な

ど
を
焼
い
て
食
べ
た
り
し
な
が
ら
、

新
年
に
祈
り
を
さ
さ
げ
て
い
ま
し
た
。

そ
び
え
立
つ
歳
の
神

　

根
本
に
は
若
者
た
ち
が
つ
き
、
四

隅
に
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
準
備
完
了
。

　

指
示
者
の
合
図
で
立
て
起
こ
す

と
、
若
者
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
歳

の
神
を
持
ち
上
げ
、
稲
田
に
突
き
刺

し
て
い
き
ま
す
。

　

２
・
３
回
繰
り
返
し
て
垂
直
を
確

認
し
、
根
本
を
固
め
て
か
ら
、
さ
ら

に
周
囲
を
ワ
ラ
で
囲
み
ま
す
。
２
本

の
巨
大
な
歳
の
神
が
そ
び
え
立
つ
様

子
は
圧
巻
で
す
。

天狗の面を身につけ「田ノ神」を継承する厄年の男性火の始末、最後は消防団の出番！

世話人たちの手によって衣装を身につけていく

炎に焼かれる団子

　

足
場
が
整
う
と
、
あ
ら
か
じ
め
準

備
し
た
芯
木
に
、
ワ
ラ
を
12
段
（
う

る
う
年
は
13
段
）
巻
き
付
け
て
い
き

ま
す
。

　

同
時
に
、
中
央
に
集
め
た
雪
で
、

円
形
状
に
神
棚
が
形
づ
く
ら
れ
ま

す
。
内
側
の
３
か
所
に
ろ
う
そ
く
を

灯
す
「
祠
ほ
こ
ら

」
が
作
ら
れ
、
周
囲
に

松
の
枝
を
巡
ら
せ
て
飾
り
付
け
ま
す
。

ワラをたたきながら締め上げていく

飾り付けが進む神棚

歳の神の突き刺しを繰り返す若者たち

町
指
定
民
俗
文
化
財
（
重
要
無
形
）
平
成
24
年
３
月
23
日
指
定
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直
会
で
「
大
杯
回
し
」

　

参
拝
後
に
社
務
所
で
行
わ
れ
る

直な
お
ら
い会
。
大
杯
に
な
み
な
み
と
つ
が
れ

た
神
酒
を
飲
み
干
す
、
恒
例
の
「
大

杯
回
し
」
で
は
、「
オ
ー
ン
、サ
ー
ン
、

ヤ
レ
カ
ケ
ロ
！
」
の
掛
け
声
に
あ
わ

せ
て
１
人
ず
つ
順
番
に
挑
み
、
祭
り

の
成
功
に
向
け
た
意
気
込
み
を
示
し

ま
し
た
。 会

津
田
島
祇
園
祭

御
党
屋
御
千
渡掛け声にあわせて勢いよく大杯の神酒を飲み干す

党
本
を
先
頭
に
神
社
を
参
拝

　

今
年
の
党
本
は
、
猪
股
裕
一
さ
ん

（
田
出
宇
賀
神
社
）
と
猪
股
純
一
さ

ん
（
熊
野
神
社
）。
手
に
は
神じ
ん
く供
と

神み

き酒
一
升
を
持
ち
、
田
出
宇
賀
・
熊

野
の
両
神
社
を
参
拝
し
て
、
祭
礼
の

無
事
と
組
中
安
全
を
祈
り
ま
す
。

　

神
社
に
着
く
と
、
社
前
で
神
供
と

神
酒
を
宮
司
に
手
渡
し
ま
す
。
幣
殿

内
に
奉
献
さ
れ
る
と
祝
詞
奏
上
が
始

ま
り
、
終
了
合
図
の
太
鼓
ま
で
、
拝

殿
と
手
水
舎
の
往
復
を
繰
り
返
し
て

参
拝
し
ま
す
。

拝殿では祝詞が終わるまで数度参拝を繰り返す

会
津
田
島
祇
園
祭
の
事
始
め

　

会
津
田
島
祇
園
祭
の
「
お
と
う
や

行
事
（
神
事
）」
は
、
当
番
党
屋
を

中
心
に
執
り
仕
切
ら
れ
ま
す
。

　

１
月
13
日
の
夕
刻
に
始
ま
る
、
祭

り
最
初
の
神
事
「
御お

党と
う

屋や

御お

千せ
ん

度ど

」。

当
番
党
屋
党
本
（
本
町
・
上
側
）
に

紋
付
羽
織
、
股
引
、
白
足
袋
、
草わ
ら
じ鞋

を
履
い
た
、
党
屋
組
中
の
男
た
ち
が

集
ま
り
ま
し
た
。

党本に集まる組中のみなさん
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平成３１年　新年町民交歓会
新
年
の
抱
負
を
語
り
合
う

　

１
月
４
日
、
7
日
の
両
日
に
行
わ

れ
た
新
年
町
民
交
歓
会
。
2
日
間
で

約
２
６
０
人
が
出
席
し
、
今
年
の
町

の
進
展
を
願
う
と
と
も
に
、
互
い
に

親
睦
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

　

４
日
の
丸
山
館
（
田
島
地
域
）
に

は
約
１
５
０
人
が
出
席
。
主
催
者
を

代
表
し
て
大
宅
町
長
と
町
商
工
会
の

渡
部
文
一
会
長
が
あ
い
さ
つ
、
来
賓

祝
辞
に
は
元
福
島
県
知
事
の
佐
藤
雄

平
さ
ん
も
駆
け
つ
け
ら
れ
、
町
商
工

会
の
星
聖
司
工
業
部
会
長
の
乾
杯
の

音
頭
で
祝
宴
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
日
の
さ
ゆ
り
会
館
（
舘
岩
・
伊

南
・
南
郷
地
域
）
に
は
約
１
１
０
人

が
出
席
。
大
宅
町
長
の
あ
い
さ
つ
、

来
賓
祝
辞
の
後
、
町
観
光
物
産
協
会

の
馬
場
徹
南
郷
支
部
長
の
乾
杯
の
音

頭
で
祝
宴
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
交
歓
会
も
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
、
出
席
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
互
い
に
親
睦
を
深
め
な
が

ら
、
新
年
の
抱
負
な
ど
を
語
り
合
い

ま
し
た
。

南
会
津
町
商
工
会
長
　
渡
部
　
文
一

南
会
津
町
長
　
大
宅
　
宗
吉

舘岩・伊南・南郷地域（さゆり会館）

田島地域（丸山館）

　

１
月
６
日
、
消
防
団
員
や
婦
人
消

防
隊
な
ど
の
関
係
者
約
１
８
０
人
が

参
加
し
た
、
町
消
防
団
（
星
慶
一
団

長
）
の
出
初
式
・
無
火
災
祈
願
祭
で

は
、
役
場
本
庁
舎
か
ら
田
出
宇
賀
・

熊
野
両
神
社
ま
で
を
、
ラ
ッ
パ
隊
を

先
頭
に
隊
列
を
組
ん
で
行
進
し
ま
し

た
。

　

社
殿
で
無
火
災
を
祈
願
し
終
わ
る

と
、
ま
ち
の
駅
に
待
機
し
て
い
た
消

防
車
が
中
心
街
を
パ
レ
ー
ド
。
警
笛

を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
町
民
に
火
災
予

防
へ
の
注
意
を
促
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
中
、
町
内
で
発
生
し
た

火
災
は
６
件
、
内
５
件
が
住
宅
火
災

で
、
尊
い
命
も
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

屋
内
の
暖
を
取
る
た
め
に
、
石
油

な
ど
の
暖
房
器
具
を
多
用
す
る
こ
の

季
節
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

町
消
防
団
出
初
式
・
無
火
災
祈
願
祭

新
春
恒
例

　

初
老
の
厄
払
い

田
島
中
学
校 

平
成
５
年
度
卒
業
生

　

平
成
31
年
に
「
初
老

の
大
厄
」
を
迎
え
る
、

数
え
42
歳
の
男
た
ち
。

田
島
中
学
校
を
平
成
５

年
度
に
卒
業
し
た
同
級

生
が
ふ
る
さ
と
に
集
結

し
、
新
春
恒
例
の
〝
厄

払
い
み
か
ん
ま
き
〟が
、

１
月
２
日
に
役
場
本
庁

舎
の
駐
車
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

多
少
雪
が
チ
ラ
つ
く

天
気
で
し
た
が
、
会
場

は
た
く
さ
ん
の
人
で
大

賑
わ
い
。

　

正
午
、
花
火
の
合
図

で
一
斉
に
み
か
ん
を
ま

く
男
性
陣
。
み
か
ん
と

一
緒
に
「
厄
」
を
ま
き
、

他
の
人
に
拾
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
厄
を
分
担
す

る
と
い
う
地
域
の
風
習

が
、
代
々
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。
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役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

危険ごみの出し方
もう一度ご確認を！

【
ス
プ
レ
ー
缶
の
出
し
方
】

　

ス
プ
レ
ー
缶
を
危
険
ご
み
と
し
て
出
す
と
き
は
、
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
の
中
に
は
、
噴
射
に
必
要
な
「
可
燃
性

ガ
ス
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ガ
ス
と
火
気
が
反

応
す
る
と
、
引
火
や
爆
発
に
よ
り
火
災
事
故
が
起
こ
り

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
次
の
要
領
で
ご
み
を
出
し
ま
し
ょ

う
。

①
中
身
は
必
ず
使
い
切
る
。

②
中
身
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、
全
て
出
し
切
る
。

③
缶
に
穴
を
あ
け
る
。

◆
こ
こ
に
注
意
!!

・
②
③
は
風
通
し
の
よ
い
屋
外
で
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

※
屋
内
で
作
業
す
る
と
事
故
の
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

・
缶
を
使
い
切
る
と
缶
を
振
っ
た
と
き
に
音
が
し
な
く

　

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
ガ
ス
が
残
っ
て
い
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
ノ
ズ
ル
を
キ
ャ
ッ
プ
に

　

差
し
込
ん
で
ガ
ス
抜
き
を
す
る
タ
イ
プ
の
缶
が
多
い

　

の
で
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
穴
あ
け
は
、
火
災
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
す
。

・
穴
あ
け
に
釘
や
金
づ
ち
な
ど
の
金
属
類
を
使
う
と
、

　

火
花
に
引
火
し
て
爆
発
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

・
穴
あ
け
に
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
販
売
し
て

　

い
る
、「
専
用
の
穴
あ
け
器
」
の
使
用
を
お
す
す
め

　

し
ま
す
。

※
回
収
日
ま
で
比
較
的
長
く
保
管
さ
れ
る
ス
プ
レ
ー
缶
。

　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
早
め
に
処
理
を
し

　

て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
12
月
16
日
、
北
海
道
札
幌

市
で
大
規
模
な
ガ
ス
爆
発
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

建
物
の
中
で
１
２
０
本
と
い
う
大
量

の
消
臭
ス
プ
レ
ー
を
一
斉
に
噴
射
し
、

そ
の
直
後
に
ガ
ス
給
湯
器
の
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
た
こ
と
が
原
因
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
だ
け
で
は
な
く
、「
危

険
ご
み
」
は
処
理
を
誤
る
と
、
こ
の
よ

う
に
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

危
険
ご
み
の
正
し
い
出
し
方
に
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

環
境
水
道
課 

環
境
衛
生
係

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
４
０

舘
岩
総
合
支
所 

振
興
課 

環
境
水
道
係

電
話 

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
３
５

伊
南
総
合
支
所 

振
興
課 

環
境
水
道
係

電
話 

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
７

南
郷
総
合
支
所 

振
興
課 

環
境
水
道
係

電
話 

０
２
４
１
（
７
２
）
２
１
１
４

【
危
険
ご
み
の
出
し
方
】

◆
新
聞
紙
に
包
ん
で
か
ら
指
定
袋
へ

・
カ
ミ
ソ
リ
、
包
丁
、
は
さ
み
な
ど
の
刃
物
類

・
く
ぎ
、
針

・
蛍
光
灯
、
電
球

◆
個
別
に
小
袋
に
包
ん
で
か
ら
指
定
袋
へ

・
乾
電
池

・
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
、
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
（
中
身
を
使

　

い
切
っ
た
も
の
）

・
ホ
ッ
カ
イ
ロ

◆
そ
の
ま
ま
指
定
袋
へ

・
延
長
コ
ー
ド
、
電
気
コ
ー
ド
、
電
気
毛
布
の
接
続
コ

　

ー
ド

・
電
源
用
ア
ダ
プ
タ
ー

・
花
火
（
未
使
用
の
も
の
）

・
針
金
、
針
金
ハ
ン
ガ
ー

・
ひ
げ
そ
り

・
マ
イ
ク
コ
ー
ド

・
豆
電
球

・
豆
炭
、
練
炭

※
「
焼
却
灰
」
は
、
中
身
が
飛
散
し
な
い
よ
う
丈
夫
な

　
袋
に
包
ん
で
結
束
し
、
中
身
を
袋
に
記
入
し
て
か
ら

　

出
し
ま
し
ょ
う
。

住宅用火災警報器つけましたか？
皆さんの住宅にも、設置が義務付けられています

【問合せ】　（一社）日本火災報知機工業会　フリーダイヤル０１２０-５６５- ９１１

　　　　　南会津地方広域市町村圏組合　消防本部・署　電話０２４１-６３- ３１１７　　伊南出張所　電話０２４１-７６- ２１１９
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舘岩分遣所　　電話０２４１-７８- ２１１６

住宅用火災警報器の交換は、１０年を目安に！
●住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や電池
　切れなどで火災を感知しなくなるため、とても危険です。
●１０年を目安に交換しましょう。

【設置時期を調べるには】
　火災警報器を設置したときに記入した「設置年月」、
または本体に記載されている「製造年」をご確認く
ださい。

新しい火災警報器に交換したら・・・
●本体の側面などに、油性ペンで「設置年月」を記入しましょう。
●取扱説明書は大切に保管してください。

平成●●年◆◆月 設置

定期的に動作を確認し、音を聞きましょう！
●ボタンを押して（または紐を引いて）作動を確認します。
●定期的に、家族で火災時の警報音を確認しましょう。
＜正常な場合は？＞
　正常をお知らせする火災警報音またはメッセージが流れます。
＜音が鳴らない場合は？＞
①電池がきちんとセットされているかを確認しましょう。
②それでも鳴らない場合は、「電池切れ」か「機器本体の故障」です。
　取扱説明書をご覧ください。

ご　注　意　
ください　

●火災警報器の種類によって、細かい注意点が異なります。製品に附属している取扱説明書を必ずご覧ください。
●お手入れや作動確認は、高所での作業となり、転倒や落下などの危険があります。安定した足場を確保して作業してください。
●処分するときは、本体と電池を分別して適正に処分しましょう。

　火災警報器は「新築住宅で平成１８年」、「既存住宅で平
成２３年」から設置が義務付けられています。
　本体の交換時期や電池の寿命は、機種や設置環境によっ
て異なりますが、およそ１０年が目安です。
　万が一のために、ご自宅に火災警報器を取り付けるとと
もに、機器の状態を必ず確認しましょう。

「まさか！」の火事

火災警報器で

助かる命があります

【町内の住宅用警報器普及率調査結果】
区　分 田島地域 舘岩地域 伊南地域 南郷地域 町　全　体
普及率 ６２. ３％ ６６. １％ ６３. ６％ ７０. ６％ ６４. ０％

※第１回から第１９回までの統計値

１４. ４人
火災報知器
設置なし

８. ８人
火災報知器
設置あり ３９％減

住宅火災１００件当たりの死者数
（平成２６年～平成２８年）

消防庁資料より
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役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

　ふるさと納税は、パソコンやスマートフォンからも
お申し込みができるほか、クレジット決済もできます。
　詳しくは、町ホームページをご覧ください。

総合政策課 企画政策係
電話 0241－62－6210

問南会津町 ふるさと納税

１２月１６日から１月１５日の間に、納税（応援寄附金）いただいた方々をご紹介します。（計１０８件）

ふるさと納税（応援寄附金）ありがとうございます

【
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

※
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
省
略
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
旧
田
島
町
出
身
で
す
。
祇
園
祭
屋
台
歌

舞
伎
の
保
存
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
提
案
で
す
が
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
知
名
度
も
高
ま
り
、
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
さ

と
ふ
る
」「
楽
天
」「Am

azon

」
な
ど
、

ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
以
外
か
ら
も
納
税
で

き
れ
ば
良
い
と
感
じ
ま
し
た
。

▼
今
年
も
ふ
る
さ
と
納
税
が
で
き
ま
し

た
。
降
雪
の
時
期
で
毎
日
が
大
変
だ
と
思

い
ま
す
が
、
雪
に
負
け
ず
に
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

▼
毎
年
、
南
会
津
の
お
い
し
い
水
と
空
気

を
味
わ
い
に
行
く
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

▼
昨
年
も
南
会
津
に
３
回
ほ
ど
訪
れ
、
い

ず
れ
も
ハ
イ
ラ
イ
ト
に
な
り
ま
し
た
。
訪

れ
る
た
び
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
気
が

し
ま
す
。
今
年
も
、
水
引
集
落
の
茅
葺
き

古
民
家
保
全
に
向
け
た
茅
刈
り
を
は
じ

め
、何
度
か
訪
れ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
昨
年
は
２
回
訪
れ
ま
し
た
。
豊
か
な
自

然
を
い
つ
ま
で
も
！

▼
南
会
津
に
よ
く
行
く
の
で
、
応
援
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
！
日
本
酒
が
サ
イ
コ
ー

に
美
味
し
い
！

▼
１
月
の
歳
の
神
、
６
月
の
田
代
山
の
山

開
き
、
前
沢
の
歌
舞
伎
公
演
、
秋
の
水
引

の
茅
刈
り
な
ど
、
本
年
も
友
人
を
誘
っ
て

四
季
を
通
じ
て
訪
れ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
昨
年
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
年

も
何
度
も
訪
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名

北 海 道 札 幌 市 保坂　慎一　様 東 京 都 小 平 市 西村　昭彦　様 栃 木 県 下 野 市 大柳　裕登　様

東 京 都 港 区 渡部　裕佳　様 東 京 都 町 田 市 柏井　良文　様 栃木県那須塩原市 加藤　桂一　様

東 京 都 文 京 区 松嶋　達也　様 東 京 都 多 摩 市 三好　正義　様 静岡県御殿場市 芳賀　俊明　様

東 京 都 葛 飾 区 杉山　俊子　様 東 京 都 多 摩 市 飯田　朗子　様 京 都 府 京 都 市 土方　保和　様

東 京 都 墨 田 区 村越　　裕　様 神奈川県川崎市 上田　茂実　様 兵 庫 県 西 宮 市 髙石　義隆　様

東 京 都 大 田 区 近藤　智和　様 神奈川県横浜市 瀧波　　宏　様 広 島 県 呉 市 蒲生　貴之　様

東 京 都 大 田 区 小林　摩耶　様 神奈川県小田原市 田嶋　正貴　様 新 潟 県 新 潟 市 渡部　守哉　様

東 京 都 新 宿 区 豊田　　康　様 千 葉 県 千 葉 市 我妻　明義　様 宮 城 県 仙 台 市 森谷　哲也　様

東 京 都 新 宿 区 冠城　　慎　様 千 葉 県 市 川 市 水越　和子　様 福 島 県 郡 山 市 黄　　英雄　様

東 京 都 板 橋 区 月田耕一郎　様 千 葉 県 市 川 市 林　　政允　様

東 京 都 練 馬 区 伊藤　　努　様 栃木県宇都宮市 金澤　英紀　様 匿 名 希 望 ７７件

建築設計・施行
有限会社 稲瀬工務店

シリーズ 11

～町のがんばる企業紹介～

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ
プ ラ イ ド

　●会社の主な施工実績・関与事業

【施行実績】中大屋台復興の際の装飾彫刻、中大屋台格納庫新築工
　　　　　　事、町営住宅寺前団地新築工事、高齢者住宅のバリア
　　　　　　フリー改修工事、町産材使用新築住宅の建築工事
【関与事業】町内の高齢者世帯の除雪作業など。
※町や県の補助金を使った工事の依頼が多くあります。

　●私たちの会社は、こんな仕事をしています

　弊社は、リフォーム※からリノベーション※、新築・建替え、さらにはオーダー家具など、幅広く手掛けています。
　リフォームでは、建物の健康診断ともいえる事前の調査が大切で、お客さまの要望に合わせてお住まいの健康状態を知ることから始
めていきます。
　リノベーションでは、古くなったお住まいに手を加えて、お住まいの機能を取り戻すだ
けでなく、さらに使いやすく、暮らしやすいお住まいに造り変えます。
　新築・建替えでは、親身にお客さまのご希望やご相談に乗って、新築・建替えをさせて
いただいております。ぜひ、ご相談ください。

　●会社のＰＲＩＤＥ（誇り）は！

　弊社のプライドは、「地域」にも「お客さま」にも「仲間」にも
必要とされる存在となる仕事を行っていることです。
　日ごろから、1代目・2代目の技術に負けないよう、そしてその
技術を超えるように腕を磨きながら、仕事に取り組んでいます。
　また、弊社に興味を持ってくださるお客さまと、協力してくだ
さる業者さんへの感謝の気持ちを忘れずに仕事をさせていただい
てます。

【会社概要】
◆代表取締役：稲瀬　満　◆創業：１９６３年（昭和３８年）　◆設立：１９７２年（昭和４７年）　◆住所：南会津町田島字大坪７
◆ＴＥＬ：０２４１（６２）２８１７　◆従業員数：５人（男４人・女１人）　◆URL： http://inase-koumuten.jp

次
回
は
「
遺
産
分
割
協
議
が
で
き
な
い
？
」
が
テ
ー
マ
で
す
。

　
　
【
問
合
せ
】
福
島
県
司
法
書
士
会　

電
話
０
２
４
（
５
３
４
）
７
５
０
２

　
　
【
問
合
せ
】
福
島
地
方
法
務
局　

電
話
０
２
４
（
５
３
４
）
２
０
４
５

　
　
【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

】http://houm
ukyoku.m

oj.go.jp/fukushim
a/

第
４
回
「
遺
言
書
が
争
い
を
防
止
す
る
？
」

私
に
は
、
妻
と
３
人
の
子
ど
も

が
い
ま
す
。
私
が
亡
く
な
っ
た

と
き
に
、
同
居
し
て
い
る
二
男
夫
婦

に
自
宅
を
相
続
さ
せ
た
い
の
で
す

が
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う

か
？

遺
言
書
を
作
成
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

遺
言
書
を
作
成
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
法
定
相
続
分
で
の
相
続
と
な
り

ま
す
が
、相
続
人
で
の
話
し
合
い（
遺

産
分
割
協
議
）
で
相
続
割
合
を
変
え

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
も
め
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
遺
言
書
を
作
成
し
て
お
け

ば
、
遺
産
分
割
協
議
を
し
な
く
て
も

二
男
夫
婦
が
自
宅
を
取
得
で
き
ま

す
。

　

本
来
、
二
男
の
妻
に
は
相
続
す
る

権
利
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
遺
言
書
を

作
成
す
る
こ
と
で
遺
産
を
取
得
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
「
遺い

贈ぞ
う

」
と
言
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
兄
弟
姉
妹
以
外
が
相
続

人
と
な
る
場
合
に
は
「
遺
留
分
」
と

い
う
最
低
限
相
続
で
き
る
財
産
の
割

合
が
あ
り
、
こ
れ
を
侵
害
し
て
い
る

と
、
遺
産
の
取
得
者
が
他
の
相
続
人

か
ら
慰
留
分
を
取
り
戻
す
請
求
を
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

答 問
　

不
動
産
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
後
、
長
期
間
相
続
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
土

地
が
多
く
存
在
し
、
所
有
者
不
明
の
土
地
が
発
生
し
た
り
空
き
家
問
題
に
な
る

な
ど
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
相
続
登
記
に
関
す
る
疑
問
や
解
決
方
法
な
ど
を
お
伝
え

し
ま
す
。

連
載
コ
ラ
ム
「
相
続
登
記
」 ２月の納税こよみ

固　定　資　産　税　　第４期
国 民 健 康 保 険 税　　第８期
介　護　保　険　料　　第８期
後期高齢者医療保険料　　第７期
国　　民　　年　　金　　１月分

納期限は２月２８日（木）です

納税に関するお問い合わせ先は
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-6170

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所　町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所　町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所　町民課　　　℡ 0241-72-2224

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
茅
葺
き
民
家
の
美
し
い
風
景
が
好
き
で

す
。

▼
福
島
が
ん
ば
れ
。

▼
体
力
の
衰
え
か
ら
、
伊
南
川
の
鮎
釣
り

に
出
か
け
ら
れ
ず
、
懐
か
し
さ
ば
か
り
が

残
っ
て
い
ま
す
。

▼
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
植
樹
事
業
が
素
敵

だ
と
思
い
ま
し
た
。
町
の
事
業
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

▼
こ
れ
か
ら
雪
も
厳
し
く
な
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
除
雪
、
農
業
な
ど
の
産
業
振
興

に
お
役
立
て
下
さ
い
。

▼
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

▼
南
会
津
町
の

日
本
酒
は
サ
イ

コ
ー
！
こ
れ
か
ら

も
応
援
し
て
い
ま

す
。

▼
鴫
山
よ
う
か
ん

が
大
好
き
で
す
！

▼
健
康
長
寿
！
応

援
し
て
い
ま
す
！

▼
高
畑
ス
キ
ー
場

開
業
30
周
年
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
も
変
わ

ら
ぬ
南
会
津
町
で

あ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

▼
ふ
る
さ
と
の
繁

栄
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。

【リフォームとは】
老朽化した建物を、はじめの性能に戻すこと。

【リノベーションとは】
古くなった建物を造り直して、価値を高めること。

家族で住もう！いいなハウス !!

田島大火（１９４６年）で焼失した中大屋台の復興には、初代が屋台の
装飾彫刻に携わり、２代目・3 代目が屋台格納庫の工事に携わる。

福島フェス（六本木ヒルズ）で展示された中大屋台
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色とりどりの団子をさしていく子どもたち

田島寿学園愛宕学級生と児童が交流
びわのかげ保育所で団子さし

　

1
月
11
日
、
田
島
寿
学
園
愛
宕
学
級
生
と
び

わ
の
か
げ
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
が
、
団
子
さ

し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

４
色
の
団
子
が
茹
で
あ
が
る
と
、
木
の
枝
に

は
り
き
っ
て
団
子
を
さ
し
て
い
く
子
ど
も
た

ち
。
さ
ら
に
、
ダ
ン
ス
や
手
遊
び
な
ど
で
交
流

を
深
め
る
と
、
最
後
に
年
長
児
童
か
ら
手
作
り

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
育
所
に
飾
ら
れ
た
見
ご
た
え
の
あ
る
２
本

の
団
子
の
木
に
は
、
保
育
所
で
生
活
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
が
病
気
に
な
ら
ず
、
元
気
い
っ
ぱ

い
生
活
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

伊藤さんが〝勝小法師〟を贈呈＝南会津中
高校入試の合格祈願

勝小法師を手渡す伊藤さん㊨

南郷地域で早乙女踊り
伝統行事で祝い事を祝福

　

南
郷
地
域
の
伝
統
行
事
で
、
県
の
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
南
郷
地
域
早
乙

女
踊
り
」
が
、
１
月
12
日
に
上
町
・
上
平
地
区
、

界
・
虻
の
宮
地
区
、
鴇
巣
地
区
で
、
２
月
２
日

に
下
山
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

集
落
内
の
区
長
や
班
長
宅
、
新
築
や
婚
礼
な

ど
の
お
祝
い
事
が
あ
っ
た
お
宅
を
回
り
、
五
穀

豊
穣
と
家
内
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

早
乙
女
と
ひ
ょ
っ
と
こ
は
集
落
の
中
高
生
が

演
じ
、
謡
手
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
皆
で
務

め
な
が
ら
、早
乙
女
踊
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

踊りを披露する子どもたち

郷土史に続く解説書を発刊＝中荒井区
ふるさとの歴史を学ぶ契機に

　
「
中
荒
井
の
歴
史
を
残
し
た
い
―
」
そ
の
想
い

で
平
成
29
年
に
発
刊
し
た
「
中
荒
井
郷
土
史
」。

　

そ
の
郷
土
史
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
神
社
・
仏

閣
・
公
共
施
設
な
ど
13
の
建
造
物
を
、
さ
ら
に

詳
し
く
伝
え
る
た
め
の
解
説
書
が
平
成
30
年
11

月
に
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
福
島
県
地
域
創
生
総
合
支
援
事

業
（
サ
ポ
ー
ト
事
業
）
を
活
用
し
、
郷
土
史
発

刊
の
発
展
事
業
「
ふ
る
さ
と
継
承
事
業
」
と
し

て
位
置
付
け
た
取
り
組
み
は
、
解
説
書
を
子
ど

も
た
ち
が
手
に
取
り
、
現
地
を
巡
る
こ
と
で
、

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
学
ぶ
契
機
に
な
れ
ば
と
い

う
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
訪
れ
た
方
が
理
解
で
き
る
よ
う
、
現

地
に
は
「
解
説
看
板
」
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

一つ一つの建造物を詳しく解説

ま ち の 話 題
news ＆ topics

ま ち の 話 題
news ＆ topics

　

高
校
入
試
の
合
格
を
祈
願
し
て
、
伊
藤
康
弘

さ
ん
（
中
町
）
が
心
を
込
め
て
作
っ
た
起
き
上

が
り
小
法
師
〝
勝
小
法
師
〟
を
、
南
会
津
中
の

３
年
生
15
人
に
贈
り
ま
し
た
。

　

１
月
８
日
に
同
校
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で

は
、
生
徒
を
代
表
し
て
馬
場
善
生
さ
ん
が
「
こ

の
小
法
師
の
よ
う
に
ど
ん
な
困
難
に
も
立
ち
向

か
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
を
目
指
し
て
頑
張
り

ま
す
。」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、「
来
年

以
降
も
、
町
内
の
中
学
３

年
生
に
勝
小
法
師
を
贈
り

た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。第６１回県中体連クロスカントリー男子リレー

南会津中が２年ぶり２度目の栄冠
　

１
月
16
日
に
猪
苗
代
町
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
、
第
61
回
福
島
県
中
学
校

体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
男

子
リ
レ
ー
で
、
南
会
津
中
が
２
年
ぶ
り
２
度
目

の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

１
走
の
阿
久
津
貫
大
（
３
年
）
が
ト
ッ
プ
に

立
つ
と
、
２
走
の
渡
部
遥
人
（
３
年
）、
３
走
の

佐
藤
仁
（
３
年
）
で
さ
ら
に
リ
ー
ド
を
広
げ
、

ア
ン
カ
ー
の
酒
井
蓮
（
２
年
）
が
冷
静
な
滑
り

で
ト
ッ
プ
を
守
り
、
そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
に
飛
び

込
み
ま
し
た
。

　

昨
年
は
一
歩
及
ば
ず
第
２
位
。「
今
年
は
絶
対

に
優
勝
し
、
先
輩
た
ち
の
悔
し
さ
を
晴
ら
す
」

と
チ
ー
ム
全
員
が
心
に
誓
い
、
年
末
か
ら
積
極

的
に
滑
り
込
ん
で
き
た
成
果
が
発
揮

さ
れ
ま
し
た
。

左から、阿久津貫大選手、渡部遥人選手、佐藤仁選手、酒井蓮選手

ＡＬＳＯＫ福島㈱と協定を締結＝県内初
災害時の状況をドローンで確認

　

災
害
発
生
時
、
人
の
立
ち
入
り
が
難
し
い
場

所
の
状
況
を
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
上
空
か
ら
確

認
す
る
た
め
、
町
と
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
福
島
㈱
（
前

田
泰
彦
社
長
）が
協
力
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

１
月
21
日
の
調
印
式
で
は
、
前
田
社
長
と
大

宅
町
長
が
協
定
書
に
署
名
し
、前
田
社
長
は「
災

害
発
生
は
も
ち
ろ
ん
、
訓
練
に
も
備
え
、
万
全

の
体
制
で
対
応
す
る
」、
大
宅
町
長
は
「
町
民

の
安
全
安
心
の
た
め
に
も
、
力
を
貸
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
の
町
防
災
訓
練
で
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
す
る
な
ど
、
町
と
の
連
携
を
強
化
し
て
き
た

同
社
。
県
内
の
自
治
体
と
、
同
様
の
協
定
を
結

ぶ
の
は
初
め
て
で
す
。

協定書を手にする前田社長㊧と大宅町長㊨

シルバー人材センターが寄贈
本庁舎玄関に門松

　

12
月
27
日
、町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
芳

賀
沼
順
一
理
事
長
）
か
ら
、
手
づ
く
り
の
門
松

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
門
松
に
は
栃
木
県
那
須
町
産
の
良
質
な

竹
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
２
週
間
を
か
け
て
丁

寧
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
寄
贈
は
11
年
目
を
数

え
ま
す
。

　

古
く
は
、
木
の
こ
ず
え
に
神
が
宿
る
と
考
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
年
神
様
を
家
に
迎
え

入
れ
る
た
め
の
「
依
り
代
」
と
い
う
意
味
合
い

を
持
つ
門
松
。

　

本
庁
舎
の
玄
関
に
飾
ら
れ
た
２
本
の
見
事
な

門
松
が
、
来
庁
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た
。

左から湯田平藏さん、芳賀沼理事長、大宅町長、星紀夫さん、原田稔さん

町消防団が防火訓練
守れ！地域の文化財

　

１
月
27
日
、文
化
財
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、

田
島
・
舘
岩
地
域
で
文
化
財
防
火
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

第
１
支
団
で
は
、
古
今
地
内
の
「
奥
会
津
博

物
館
」
で
火
災
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
訓
練

を
実
施
。
訓
練
火
災
発
生
の
連
絡
が
入
る
と
、

第
３
分
団
（
荒
海
地
区
）
の
消
防
団
員
ら
約

１
０
０
人
が
出
動
し
、
洗
練
さ
れ
た
動
き
で
本

番
さ
な
が
ら
の
消
火
活
動
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
２
支
団
で
は
、舘
岩
地
域
井
桁
地
内
の「
鹿

島
神
社
」
で
訓
練
が
行
わ
れ
、
貴
重
な
文
化
財

を
守
る
た
め
の
防
火
手
順
や
防
火
意
識
を
再
確

認
し
て
い
ま
し
た
。

第１支団の訓練の様子（奥会津博物館）
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相
　
談

お
知
ら
せ
・
募
集

くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

　

返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
て
お

悩
み
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度
、
財
務
省
福
島
財

務
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
返
済
に
関
す

る
助
言
や
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
や
司
法
書

士
な
ど
の
専
門
家
に
引
継
ぎ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
登
録
を
受
け
ず
に
貸
金
業

を
営
む
、
い
わ
ゆ
る
「
ヤ
ミ
金
融
」
業
者
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ご
利
用
さ
れ
て
い
る
貸
金
業
者
の
登
録
状
況

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
や
、
不
正
に
利
用
さ
れ

て
い
る
預
貯
金
口
座
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

秘
密
厳
守
、
相
談
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

　

財
務
省 

福
島
財
務
事
務
所 

理
財
課　

　

０
２
４
（
５
３
３
）
０
０
６
４

　

※
多
重
債
務
相
談
窓
口
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

http://tohoku.m
of.go.jp/b2_kinyu/03_

　

kashikin/soudanm
adoguchi.htm

l

　

※
メ
ー
ル
相
談
専
用
サ
イ
ト

多
重
債
務
・
貸
金
業
に
関
す
る

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

日問℡HPご
活
用
く
だ
さ
い
！

「
出
前
講
座
」で
財
政
を
学
ぼ
う

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
各
種
団
体
の
会
合
な
ど
に

お
伺
い
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
出
前
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
か
ら
の

お
知
ら
せ

①
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　

も
の
づ
く
り
分
野
で
早
期
に
再
就
職
を
目
指

す
求
職
者
の
方
々
を
対
象
に
職
業
訓
練
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
事
業
主
の
ご
要
望
に
お
応
え

し
た
短
期
の
在
職
者
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
技
術
コ
ー
ス

　
（
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
）

　

４
月
２
日
～
９
月
27
日
ま
で
（
６
か
月
間
）

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る

　

方
で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い
と
判

　

断
さ
れ
た
方

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

15
人　
　

無
料　
　

３
月
18
日
（
月
）

　

選
考
日 

３
月
20
日
（
水
）
午
前
９
時

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

料

日 内対定 場注

締

℡ 問

②
施
設
見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
～
職
業
訓
練
の
疑
問
を
解
決
～

　

職
業
訓
練
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
実
習
の
様
子
を
目
で
見
て
直
接
講
師

か
ら
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
希
望
さ
れ
る
方
は
訓
練
も
体
験
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

２
月
18
日
（
月
）・
20
日
（
水
）・
25
日
（
月
）・

　

27
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

日℡ 場問

自
動
車
の
登
録
・
検
査
の
手
続
き
は

お
早
め
に

　

年
度
末
の
３
月
期
は
、
自
動
車
の
登
録
・
検

査
の
申
請
が
集
中
す
る
た
め
、
窓
口
が
大
変
混

雑
し
、
手
続
き
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

名
義
や
住
所
変
更
、
廃
車
、
車
検
な
ど
の
手

続
き
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ

う
。

　

東
北
運
輸
局 

福
島
運
輸
支
局

　

０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
１
５

問℡ お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
が
サ
ポ
ー
ト

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
家
庭
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
国
内
外
の
高
校
や

大
学
な
ど
の
入
学
・
在
学
に
か
か
る
費
用
を
対

象
と
し
た
、
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

　

あ
な
た
の
〝
未
来
〟
を
応
援
し
ま
す
。

【
融
資
額
】

　

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

【
金
利
（
固
定
金
利
）】

　

年
１
・
78
％

※
ご
家
庭
の
状
況
に
よ
り
年
１
・
38
％

　
（
平
成
30
年
11
月
12
日
現
在
）

【
返
済
期
間
】

　

15
年
以
内

※
ご
家
庭
の
状
況
に
よ
り
18
年
以
内

【
利
用
範
囲
】

　

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、
賃
貸
住
宅

の
敷
金
や
家
賃
な
ど
。

【
返
済
方
法
】

　

毎
月
元
利
均
等
返
済

※
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
能

【
保
証
】

　

（公財）
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金
（
連
帯
保
証
人

に
よ
る
保
証
も
可
能
）

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

０
５
７
０
―
０
０
８
６
５
６
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

０
３
（
５
３
２
１
）
８
６
５
６

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索

問℡℡HP

１月 会議・行事名
４ 仕事始め式（町・南会津地方広

域市町村圏組合消防署）/ 新年
町民交歓会（田島地域）

６ 町消防団出初式・無火災祈願祭
/ 町消防団第２支団新年会

７ 新年町民交歓会（舘岩・伊南・
南郷地域）/ 田島建設工業連合
会新年会

９ 福島民友新聞社訪問 / 福島大学
訪問 / 年始知事懇談会

10 福島民報社訪問 / 知事・副知事
表敬訪問

11 行政連絡員委嘱状交付式
13 会津田島祇園祭御党屋御千渡
15 チャレンジデー実行委員会
16 南会津地方広域市町村圏組合管

理者会・議会臨時会 / 南会津地
方環境衛生組合管理者会・議会
臨時会

17 全国治水砂防協会東北地区協議
会連絡会議

18 関東森林管理局要望活動
21 田代山検討会 / 災害時等におけ

る無人航空機による協力に関す
る協定調印式 / 行政連絡員委嘱
状交付式

22 南会津地方環境衛生組合当初予
算査定 / 田島地域民生委員・児
童委員協議会新年会

23 当初予算査定
24 総合教育会議
25 ようこそ町長室へ（舘岩・南郷

地域）/ 建築大工業協会新年会
26 文京区モニターツアー歓迎会
28 当初予算査定
29 当初予算査定 / 会津縦貫南道路

沿線振興協議会 / 若者定住応援
プログラム交付金交付式

30 当初予算査定

大宅町長の公務百景
町長の公務を
報告するコーナーです。

№ 56

　

費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
講
座
の
テ
ー
マ
】

①
一
般
向
け

「
日
本
の
財
政
を
考
え
よ
う
！
」

「
多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に
」

「
最
近
の
県
内
経
済
情
勢
」

②
高
齢
者
向
け

「
う
ま
い
話
に
ご
用
心
！　

金
融
犯
罪
被
害
に

あ
わ
な
い
た
め
に
」

「
一
緒
に
考
え
よ
う
！　

日
本
の
お
さ
い
ふ
ク

イ
ズ
」

「
日
本
海
か
ら
太
平
洋
へ　
野
宿
＆
世
界

文
化
遺
産
・
伝
統
文
化
体
験
の
旅
」

19
年
５
月
の
連
休
は
国
内
で
感
動
を
体
験

お
知
ら
せ
・
募
集

　

日
本
海
は
金
沢
か
ら
太
平
洋
の
名
古
屋
ま

で
、徒
歩
や
路
線
バ
ス
で
本
州
を
横
断
し
ま
す
。

　

道
中
は
、
世
界
文
化
遺
産
や
伝
統
文
化
を
体

験
し
な
が
ら
、
地
元
の
人
々
や
生
活
の
工
夫
に

触
れ
な
が
ら
、
自
分
の
知
恵
を
育
む
旅
で
す
。

　

全
国
か
ら
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を

深
め
、
協
力
し
て
助
け
合
う
楽
し
さ
や
大
切
さ

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
期
間
】

　

４
月
29
日（
月
）～
５
月
４
日（
土
）５
泊
６
日

【
行
程
】

　

金
沢
～
五
箇
山
～
白
川
郷
～
郡
上
八
幡
～
名

古
屋

【
対
象
・
定
員
】

　

小
学
３
年
～
中
学
３
年
・
20
人

【
内
容
】

　

野
宿
体
験
（
２
泊
）、
野
外
炊
飯
、
伝
統
文

化
体
験
、
世
界
文
化
遺
産
見
学
な
ど
。

【
参
加
費
】

出
発
駅

区　

分

参
加
費

福　
島　
駅

小
学
生

８
万
４
千
円

中
学
生

10
万
円　
　

仙　
台　
駅

小
学
生

８
万
５
千
円

中
学
生

10
万
４
千
円

宇
都
宮
駅

小
学
生

８
万
円　
　

中
学
生

９
万
３
千
円

※
出
発
地
は
近
隣
の
み
掲
載

※
参
加
費
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
費
と
旅
費
の

　

合
計
金
額
で
す
。

【
申
込
締
切
】

　

４
月
５
日
（
金
）
先
着
順
受
付

　

（公財）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

〒
１
４
１
―

０
０
３
１　

東
京
都
品
川
区
西

　

五
反
田
７
の
15
の
４　

第
三
花
田
ビ
ル
４
階

　

０
３
（
６
４
１
７
）
９
７
２
１

　

０
３
（
６
４
１
７
）
９
７
２
４

　

info@kskk.or.jp

問℡Ｅ Ｆ

③
学
生
向
け

●
高
校
生
「
お
金
に
関
す
る
基
礎
知
識
」

●
中
学
生
「
国
の
お
財
布
を
毎
月
の
お
小
遣
い

　
　
　
　
　

に
た
と
え
る
と
・
・
・
」

●
小
学
生
「
マ
ネ
ー
ク
イ
ズ
、
お
こ
づ
か
い
帳

　
　
　
　
　

を
つ
け
よ
う
！
」

　

財
務
省 

福
島
財
務
事
務
所 

総
務
課

　

０
２
４
（
５
３
５
）
０
３
０
１

問℡
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若者に夢を与え、将来を担う人材を育む講演会

田
島
寿
学
園
受
講
生
募
集

　

田
島
寿
学
園
は
３
つ
の
学
級
で
構

成
さ
れ
、
毎
年
５
月
か
ら
翌
年
２
月

ま
で
の
月
1
回
程
度
、
学
級
単
位
や

時
に
は
全
体
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
張
り
と
潤
い

を
増
や
す
た
め
に
、
ご
近
所
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
お
気
軽
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
募
集
内
容
】

【
対
象
者
】

　

田
島
地
域
に
お
住
ま
い
で
、
60
歳

以
上
の
方

【
注
意
事
項
】

　

参
加
は
無
料
で
す
が
、
調
理
実
習

や
移
動
研
修
会
に
か
か
る
経
費
は
自

己
負
担
で
す
。

【
申
込
締
切
】

　

４
月
19
日
（
金
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

中
央
公
民
館
（
御
蔵
入
交
流
館
内
）

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
５
５
１
１

対
象
地
区

学
級
名

募
集
人
数

田
島

愛
宕
学
級

30
人

桧
沢

駒
止
学
級

30
人

荒
海

七
峰
学
級

30
人

移動研修会（上杉神社＝山形県米沢市） 開講式の様子（御蔵入交流館多目的ホール）

す
ま
い
る
だ
よ
り

子
ど
も
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
た
め
に

ｖｏｌ 10

先
月
号
で
、
「
困
ら
せ
て
い
る

子
ど
も
は
困
っ
て
い
る
子
ど

も
」
を
テ
ー
マ
に
お
伝
え
し
た
と
こ

ろ
、
記
事
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方

か
ら
「
い
ろ
い
ろ
考
え
た
ら
、
子
ど

も
の
気
持
ち
っ
て
難
し
い
・
・
・
と

思
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
お
話
し

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
大
人
に
は
分

か
り
に
く
い
「
子
ど
も
の
気

持
ち
」
を
理
解
す
る
手
が
か
か
り
を

お
伝
え
し
ま
す
。

大
人
は
、
子
ど
も
の
気
持
ち
を

理
解
し
よ
う
と
す
る
と
き
、

「
子
ど
も
の
姿
」
か
ら
気
持
ち
を
考

え
ま
す
。
子
ど
も
の
姿
と
は
、
姿
勢

や
か
ら
だ
の
使
い
方
、
目
線
、
こ
と

ば
、
人
と
の
や
り
取
り
、
表
情
や
遊

び
方
、
物
の
扱
い
方
な
ど
、
目
に
見

え
る
も
の
全
て
の
こ
と
を
指
し
て
い

ま
す
。

大
人
は
、
目
に
見
え
る
子
ど
も

の
姿
か
ら
、「
な
ぜ
こ
う
し
た

の
か
な
」
「
な
ぜ
で
き
な
い
の
か
な
」

と
考
え
、
目
に
は
見
え
な
い
子
ど
も

【
子
育
て
の
ご
相
談
】

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」
（
健
康
福
祉
課
内
）

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

メ
ー
ル egao@minamiaizu.org

の
気
も
ち
や
子
ど
も
な
り
の
理
由
を

探
り
ま
す
。

し
か
し
、
子
ど
も
の
中
に
は
大

人
が
想
像
し
、
理
解
で
き
る

「
子
ど
も
の
枠
」
か
ら
は
み
出
す
こ

と
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

な
る
と
、
「
ダ
メ
だ
と
分
か
っ
て
い

て
ど
う
し
て
繰
り
返
す
の
」
「
難
し

い
こ
と
が
理
解
で
き
る
な
ら
、
簡
単

な
こ
と
も
分
か
っ
て
当
然
な
の
に
」

と
い
う
疑
問
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

大
人
か
ら
見
れ
ば
、
努
力
が
足

り
な
い
、
ふ
ざ
け
て
い
る
、

わ
ざ
と
や
っ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
よ
く
分
か
ら
な
い

状
況
に
対
処
す
る
に
は
、
大

人
が
持
っ
て
い
る
「
子
ど
も
の
枠
」

を
、
少
し
広
げ
る
２
つ
の
視
点
が
大

切
で
す
。

ひ
と
つ
め
は
「
子
ど
も
が
生
ま

れ
持
っ
た
発
達
の
特
性
は
変

え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
視
点
で
す
。

の
ん
び
り
屋
、
や
ん
ち
ゃ
、
ひ
ょ
う

き
ん
、
一
人
が
好
き
、
動
く
こ
と
が

好
き
と
い
う
生
ま
れ
つ
き
の
特
性

は
、
変
え
よ
う
と
し
て
も
大
き
く
変

わ
る
こ
と
が
な
い
根
本
の
部
分
で

す
。
で
す
か
ら
、
大
人
は
「
子
ど
も

の
特
性
」
を
変
え
よ
う
と
奮
闘
す
る

の
で
は
な
く
、
ど
う
や
っ
た
ら
楽
し

く
安
心
し
て
生
活
で
き
る
か
と
い
う

視
点
で
関
わ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ふ
た
つ
め
は
、
「
経
験
で
身
に

付
け
て
き
た
こ
と
は
変
え
ら

れ
る
」
と
い
う
視
点
で
す
。
た
と
え

ば
、
友
だ
ち
の
気
を
引
く
た
め
に

「
叩
く
」
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
そ
の

子
が
意
地
悪
な
気
持
ち
で
叩
い
た
の

で
は
な
く
、
今
ま
で
の
経
験
で
身
に

付
け
た
だ
け
の
こ
と
で
す
。
そ
ん
な

と
き
は
周
り
が
受
け
入
れ
る
別
の
方

法
（
「
声
を
か
け
る
」
「
や
さ
し
く
触

れ
る
」
な
ど
）
を
具
体
的
に
教
え
て

い
く
こ
と
で
、
「
叩
く
」
と
い
う
行

動
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
２
つ
の
視
点
で
子

ど
も
の
行
動
を
見
て
い
く

と
、
子
ど
も
の
理
解
し
に
く
い
行
動

が
整
理
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

人
は
、
自
分
が
経
験
し
た
こ
と

や
学
ん
だ
こ
と
か
ら
価
値
を

は
か
る
物
差
し
を
持
ち
ま
す
。
男
性

と
女
性
、
日
本
人
と
外
国
人
、
大
人

と
子
ど
も
の
よ
う
に
、
立
場
の
違
う

人
間
同
士
が
分
か
り
合
う
こ
と
は
と

て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
忘

れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
が

た
と
え
自
分
の
子
ど
も
や
孫
で
あ
っ

て
も
、
「
別
の
人
格
な
の
で
分
か
り

合
え
な
い
と
き
が
あ
る
」
と
い
う
こ

と
で
す
。

と
き
に
は
、
大
人
が
短
所
だ
と

決
め
つ
け
る
子
ど
も
の
特
性

が
、
誰
か
を
救
う
長
所
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
ゆ
っ
く
り
行

動
す
る
子
が
、
誰
も
気
付
か
な
い
と

こ
ろ
で
転
ん
だ
友
だ
ち
に
気
付
い
て

「
大
丈
夫
？
」
と
声
か
け
る
や
さ
し

い
面
が
あ
っ
た
り
、
大
き
な
声
で
に

ぎ
や
か
な
子
が
、
み
ん
な
が
恥
ず
か

し
が
る
場
面
で
も
率
先
し
て
行
動
す

る
こ
と
で
、
周
り
が
助
か
っ
た
り
す

る
も
の
で
す
。
手
先
が
不
器
用
、
好

き
嫌
い
が
多
い
、
静
か
に
す
る
こ
と

が
苦
手
、
ど
ん
な
人
に
も
そ
れ
ぞ
れ

の
人
に
し
か
分
か
ら
な
い
、
そ
の
人

だ
け
の
見
え
方
や
感
じ
方
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

大
人
の
私
た
ち
が
、
忘
れ
て
し

ま
い
が
ち
な
こ
と
を
教
え
て

く
れ
る
、
子
ど
も
の
行
動
や
考
え
方
。

日
々
の
忙
し
い
日
常
で
は
意
識
し
に

く
い
こ
と
で
す
が
、
た
ま
に
考
え
る

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
と
て
も
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
。

そ
れ
で
も
「
子
ど
も
の
気
持
ち

が
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と
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はやぶさ／はやぶさ２ と 会津大学・福島県

日　　時

３月６日（水）午後２時

場　　所

御蔵入交流館　多目的ホール

内　　容

　小惑星探査機「はやぶさ／はやぶさ２」と会津と
の深い関わりをご存知ですか？
　現在ランデブー中の「はやぶさ２」の現状と成果、
そして会津大学、県内企業との関わりを紹介します。
　講演では、３Ｄメガネを装着して、小惑星の３Ｄ
モデルを体感することもできます。

問　合　せ

商工観光課　雇用対策係
電話０２４１（６２）６２００

主　　催

南会津町産業連携会議

入　場

無料

【　講　師　】

会津大学教授　出
で む ら

村　裕
ひろひで

英　氏

　１９７０年、　東京生まれ。９９年、東京大

学大学院理学系研究科修了、博士（理学）。

　学生時代から一貫して深宇宙探査に関わり、

火星探査機のぞみ、月周回衛星かぐや、小惑星

探査機はやぶさ／はやぶさ２などに参画。

　旧宇宙開発事業団宇宙開発特別研究員を経

て、０２年に会津大学へ赴任。
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健康通信
Health Information

健康通信
Health Information

月日 病　　院　　名 電　話

２月17日 舘 岩 愛 輝 診 療 所（南会津町） 0241-78-8688

　　24日 馬 場 医 院（南会津町） 0241-62-0141

３月３日 朝 日 診 療 所（只　見　町） 0241-84-2221

　　10日 き む ら ク リ ニ ッ ク（南会津町） 0241-62-5576

　　17日 佐 藤 医 院（下　郷　町） 0241-67-2134

　　24日 高 橋 医 院（南会津町） 0241-62-0040

　　31日 芳 賀 医 院（下　郷　町） 0241-67-2128

※午前中のみの診察です。
※２月24日の当番医が変更になりましたのでご注意ください。

２ ・ ３月の日曜当番医

ー 町の保健事業の問合せは ー

健康福祉課　健康増進係
　　　　電話　０２４１- ６２- ６１７０
舘岩総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７８- ３３２５
伊南総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７６- ７７１３
南郷総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７２- ２２２５

●乳幼児健康相談
期　日 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

２月21日（木） １歳児健康相談 13：30～13：45 健診ホール
（御蔵入交流館内） 平成29年12月～平成30年１月生まれ

乳幼児健診・相談カレンダー

●乳幼児健康診査
期　日 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

２月20日（水） ３～４か月児健診

12：15～12：45 健診ホール
（御蔵入交流館内）

平成30年10月生まれ

３月６日（水） ３歳６か月児健診 平成27年８月～９月生まれ

３月８日（金） ２歳児歯科健診 平成28年８月～10月生まれ

３月13日（水） ３～４か月児健診 平成30年11月生まれ

心の健康相談のお知らせ
　眠れない、心配ごとがある、お酒が止められない、認
知症のこと・・・など、一人で抱え込んでいませんか。
　話すことで楽になることもあります。秘密は厳守しま
すので、安心してご相談ください。

期　日 ３月１２日（火）
時　間 １３：３０～１５：００
場　所 南会津保健福祉事務所（南会津保健所）

その他
・相談は無料です。
・予約制ですので、事前に問い合わせ先へ
　お申込みください。

【問合せ】南会津保健福祉事務所（南会津保健所）保健福祉課
　　　　　電話０２４１- ６３- ０３０５

こころの相談会のお知らせ
　思春期のこころの問題や、アルコール・ギャンブルな
どの依存に関する悩みをご相談ください。
　※秘密は厳守します。
　※カウンセリングなどの治療ではありません。

期　日 ２月２８日（木）

場　所 福島県精神保健福祉センター

その他
・相談は無料です。
・相談日の３日前までに、電話で予約して
　ください。

【問合せ】福島県精神保健福祉センター
　　　　　　　　　電話０２４- ５３５- ３５５６

３歳６か月児健診 むし歯「ゼロ」のお友だち

渡部 莉
り の

乃 ちゃん

（田島）

高野 優
ゆ あ

杏 ちゃん

（田島）

星 羽
う み

海 ちゃん

（田島）

小椋 唯
い ち か

央 ちゃん

（南郷）

室井 結
ゆ あ

心 ちゃん

（田島）

平野 陽
は る か

華 ちゃん

（南郷）

渡部 晟
せ い や

矢 くん

（田島）

渡部 祥
しょうご

吾 くん

（田島）

渡部 帆
ほ の か

奏 ちゃん

（田島）

児山 佑
ゆうすけ

輔 くん

（田島）

佐野 友
ゆ い

唯 くん

（田島）
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電　　話　０２４１-６２-５５２２
開館時間　午前１０時～午後６時

図書館へ行こう！

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。

◆ＴＢＳ系の番組「プレバト！（毎週木曜夜７時）」。出
　演者の詠む俳句がプロの目線から査定され、中には文
　字を数箇所変えるだけで浮かぶ情景が強くなり、感心
　することが多々あります。
◆広報みなみあいづでも、毎月すばらしい俳句や短歌が
　詠まれ、その一つ一つを編集しながら、詠み手が伝え
　る情景に心を写しています。
◆みなさんも、ふとしたときに一句、詠んでみませんか。

ご意見・ご要望は

コチラまで！

E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
総合政策課　舟 木 浩 隆

編 記後集

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口  ◆平成３１年２月１日現在

総人口 １５, ６６５ 人 （－１４）
男 ７, ６７４ 人 （－　２）
女 ７, ９９１ 人 （－１２）

世帯数 ６, ７０２ 世帯 （－　５）
※（　）内は前月比　

24 ３月 （Ｍａｒｃｈ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23
24

31 25 26 27 28 29 30

24 ２月 （Ｆｅｂｒｕａｒｙ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28

開 館 カ レ ン ダ ー

は休館日

≪おはなし会≫

テーマ 「ネコが主役！」 「ありがとう」

開催日 ２月１６日（土） ３月１６日（土）

時　間 午前１１時～

会　場 図書館内 読み聞かせコーナー

対　象
どなたでも参加できます。

（内容は幼児～小学校低学年向け。）

※申し込み不要です。直接会場にお越しください。

イベントのご案内
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まちの文芸

【一般図書】
帰去来　　　　　　　　　　　　大沢　在昌　著 

奈緒と磐音　　　　　　　　　　佐伯　泰英　著

テレビ探偵　　　　　　　　　　小路　幸也　著

ピーク　　　　　　　　　　　　堂場　瞬一　著

カムパネルラ版　銀河鉄道の夜　長野　まゆみ　著

ゴールデン街コーリング　　　　　馳　星周　著

本と鍵の季節　　　　　　　　　米澤　穂信　著

珠玉　 　　　　　 　　　　　　彩瀬　まる　著

コヨーテの翼　　　　　　　　五十嵐　貴久　著

姫君の賦　　　　　　　　　　玉岡　かおる　著

【児童図書】
やぎこ先生いちねんせい　ななもり　さちこ　文

ルイジンニョ少年　　　　　かどの　えいこ　文

ウィリーのぼうけん　ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ･ﾜｲｽﾞ･ﾌﾞﾗｳﾝ　さく

金の鳥　　　　　　　　　　　八百板　洋子　文

あるひありのアントニオくん　石津　ちひろ　ことば

風と行く者　　　　　　　　　上橋　菜穂子　作

ごろべえもののけのくにへいく　おおとも　やすお　作・絵

怪物があらわれた夜　　　　リン・フルトン　文

むし歯のしょうたい　　　　　　　楠　章子　文

おふろにはいるときは　　　　谷本　美弥子　作

新 着 本 の ご 案 内

おすすめ図書の紹介

「りんごかもしれない」（ブロンズ新社）

ヨシタケシンスケ ／ 作（２０１３年４月発行）

　テーブルの上にりんごがおいてあった。・・・でも、・・・もしかしたら、これはりんごじゃないか

もしれない。もしかしたら、大きなサクランボの一部かもしれないし、心があるのかもしれない。実は、

宇宙から落ちてきた小さな星なのかもしれない・・・。

　「りんごかもしれない」は、たった一つのりんごから、主人公の男の子の想像力がふくらんでいくお

話で、ページをめくるたびに子どもも大人もワクワクした気持ちが止まらなくなる絵本です。絵本の中のたくさんの「かも

しれない」の言葉と内容は、読者の想像をはるかに超えていき、最初は「こんなことまで・・・？」と思いながら読んでい

く大人でも、子どもと一緒に読む中で自然と想像がふくらんでいきます。

　また、この絵本を読むと、大人と子どもの感性の違いを大きく知ることができるので、柔軟な子どもの発想に負けないよう、

大人も豊かな発想力を発揮して読んでみてはいかがでしょうか？

　　※この「りんごかもしれない」は、「小学生がえらぶ“こどもの本”総選挙」で第３位に選ばれた絵本です。

　　　さらに、ヨシタケシンスケ氏の作品である「あるかしら書店」（第２位）、「このあとどうしちゃおう」（第７位）、　

　　　「りゆうがあります」（第１０位）が選ばれたことでも、ヨシタケ氏の本の人気がうかがえます。

　　　ほかにも、ヨシタケ氏の絵本を多数そろえていますので、ぜひ図書館でご覧ください！
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歌舞伎役者大募集
田島祇園祭屋台歌舞伎保存会

平成６年に発足した「田島祇園祭屋台歌舞伎保存会」
毎年、子どもたちが元気に歌舞伎を演じながら、地域の伝統を受け継ぎ、そのことに誇りを持ち、

郷土愛を育み、会津田島祇園祭を盛り上げることを目標に活動しています。
昨年も、歌舞伎に携わる皆さまのご協力により、４つの屋台全てで歌舞伎を上演することができましたが、

それも子どもたちがいなければかないません。
今年も、伝統を受け継ぐべく歌舞伎役者を募集しますので、

興味をお持ちの方は、ぜひお問い合わせください。
会津田島祇園祭で活躍する４つの屋台で、伝統歌舞伎を演じてみませんか。

◇稽　　古　　主に会津田島祇園祭に向けて４月～７月まで週１回程度
◆会　　費　　なし
◇対　　象　　年齢・経験・住所地などは問いません。
◆申込締切　　２月２８日（金）※１次締切
◇問　合　せ　　田島祇園祭屋台歌舞伎保存会事務局
　　　　　　　　（教育委員会生涯学習課内）
　　　　　　　　電話　０２４１- ６２- ６３１１


